












An Empirical Study on the Economic E®ects
of Transport Infrastructure Development :
The Spatial Spread of the E®ects
and Network Formation
林　　　亮　輔¤¤ 　
Unlike other social capital, (i) transport infrastructure can be o®ered
for use during partial opening and economic e®ects can emerge in the
process; (ii) economic e®ects can rapidly spread as a result of the
formation of networks. In this study, considering the process of network
formation due to the partial opening of transport infrastructure, using a
hedonic approach to examine the quantitative scale and spatial spread
of economic e®ects of the development of controlled-access highways on
the business activities of companies. Results revealed that: (1) positive
economic e®ects do not necessarily spread uniformly; (2) the e®ects do
not appear until a transportation network has been su±ciently formed;
(3) the e®ects emerge as a network is formed.
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時間 20分、大分市から宮崎市への所要時間は約 5時間 25分であった。東九
州自動車道開通後、北九州市から大分市までの所要時間が約 1時間 45分（短



















ジまでの区間が開通した 1989年 7月 20日以前の時点として、1988年 7月 1
日2)。②東九州自動車道の主たる経過地である大分県大分市に位置する大分イ
ンターチェンジが開通した 1992年 12月 3日以降の時点として、1993年 7月
1日。③同じく主たる経過地である宮崎県宮崎市に位置する宮崎西インター
チェンジが開通した 2000年 3月 25日以降の時点として、2000年 7月 1日。
④東九州自動車道の起点である北九州ジャンクションから苅田北九州空港イ
ンターチェンジまでの区間が開通した 2006年 2月 26日以降の時点として、
2006年 7月 1日。⑤北九州ジャンクションから清武南インターチェンジまで
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注）北九州ジャンクションから清武南インターチェンジまでの区間における整備率を示している。
2) 別府インターチェンジは、1989 年 7 月 20 日に湯布院インターチェンジから別府インターチェ
ンジまでの開通に伴い大分自動車道本線として供用が開始されたが、2018 年 8 月 5 日に道路名
が東九州自動車道に変更されたことから、本稿では東九州自動車道の路線であると考えている。
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用いることから、比較対象となる 5 時点はいずれも基準地価の調査時点である 7 月 1 日となっ
ている。詳細については第 5 節参照。
4) 例えば、宇佐インターチェンジから院内インターチェンジまでの区間は 1994 年 12 月 15 日、
















のインターチェンジは Bインターチェンジであることから、②地点 b"から B




























































8<:1 if 1993年以降0 if 1993年以前 D00 =
8<:1 if 2000年以降0 if 2000年以前
D06 =
8<:1 if 2006年以降0 if 2006年以前 D16 =












































































る一般道を用いた際の時間距離について、Google Maps API に「avoid=highways」という
条件を付与することで計測した。
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は、多重共線性の危険度を示す尺度となる VIF（Variance In°ation Factor：分散拡大要因）









































　注）1）括弧内は t 値、adjR2 は自由度修正済決定係数、n は観測値数を表している。




























推計結果をもとに、宮崎県東臼杵郡門川町中須 5丁目 5番（以下、地点 1
とする）と宮崎県東臼杵郡美郷町南郷神門字長堀 1006番 5（以下、地点 2と
する）における高速道路開通効果をシミュレーションした結果が図 4に示され
ている。いずれの地点も延岡南インターチェンジが最寄りのインターチェンジ















































2016年を比較した際の地価変動額（地点 1は 27,801円、地点 2は 7,435円）
に表れていると思われる。
東九州自動車道開通前と全線開通後を比較した場合、地点 1は高速道路開
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